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2025年（令和 7年）7月 2 0日
●＜ろん・ぽわん＞岐路と Y字路 再

●選書の法則：Ｓ. Ｒ. ランガナタンからの

            187 のメッセージ(30)

　新聞や雑誌などの誌名の題字は、英語では

masthead(檣
しょうとう

頭＝船の帆柱の先）あるいはflagline

と言うそうだ。なるほど横書きの題字ははためく

ようにも見える。船のマストの尖端につながるロ

ープの先の旗幟、あるいはゆわいつけられた小旗

が風を受けてそよぐ様が見えるようだ。一方で朝

刊の縦書きの題字は逆にデンと居座って動きは感

じられない。

　新聞配達店からの土曜夕刊休止のお知らせに

は、「紙面ビューアー」なら無料で利用できます

よ、とある。電子版ではなく、ＰＣやスマートフ

ォンで印刷版のイメージのまま紙面が読めるとい

うおすすめだ。おそらく電子版を敬遠気味の年配

購読者を取り込み、少しでも電子版購読につなげ

たいという思惑があるのだろう。新聞購読者数が

激減したあおりで、新聞配達店の倒産・廃業傾向

はさらに進み、電子版だけになったら彼らの暮ら

しはどうなるのか。

　先日、旅先のホテルで新聞を頼もうかと思って

いたら、電子版の案内が置いてあった。早速ＱＲ

コードを読み込むと、日経電子版のサイトにする

りとつながった。ここではもはや紙印刷版の新聞

は不要なのだ。

　さて、朝日新聞に追随するかのように毎日新聞、

産経新聞、東京新聞（段階的に）が8月以降の土曜

夕刊の発行休止を決定、紙印刷新聞発行縮小化の

流れは加速しつつある。読売新聞だけが朝夕刊発

行の継続について従来の姿勢を崩していないが、

どこまで持ちこたえられるか。

　新聞の紙版発行は大型の輪転機でしか実現でき

ない。この輪転印刷機メーカーですら開発・製造

にピリオドを打つ姿勢を明らかにしているとの情

報もある。メーカーは、新聞業界というクライア

ントに先回りするかのように先行きを見越してい

るのだ。つまりは紙版の新聞がいずれ姿を消すだ

ろうという事態は現時点でもかなり確実性を増し

ていると言える。

　新聞業界に見られる保守性は今に見えたわけで

はないようだ。前号でふれたように戦後の技術革

新を取り入れた新聞社の経営改革は50年以上前

の昭和40年代以前まで遡る。規模や資金力に勝

る三大紙を中心に進むはずの改革は、民間他業種

が取り組んだ業務のコンピュータ化についてはど

うだっただろう。三大新聞社は、コンピューター

の導入に関しては意外にも動きが鈍かったと言わ

ざるを得ない。時代の風をいち早くとらえて革新

の道を模索するはずの新聞各紙の対応が後手に回

ったのは何故だったのか。日々の滞りない新聞発

行と他社に先駆けるスクープをものにするという

使命が事業体の経営改善の上に覆い被さる気風

となっていたのか。（『メディアの興亡』（杉山隆男 

著／四六判上製／文藝春秋／1986年）（埜村太郎）
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ランガナタン（以下「ラ」）：前回から第一法則くんか

ら第五法則くんまでの主張の対立に対し、共通の敵を

差し向けることで和解を促している。

第一法則くん（以下「一」）：第一軍団「図書館の収容

量と職員の処理能力」くんの攻撃で、第二法則くんと

の戦いは和解となりました。

第二法則くん（以下「二」）：図書館が収容できる本の

量と職員の処理できる限界を超えた受入冊数で攻めら

れると、現実的な必要から我々の主張も妥協せねばな

りません。

ラ：うむ。目論見通り、思う壺であった。

二：第二軍団「図書館の予算」くんの攻撃もきつかっ

たですね。

第三法則くん（以下「三」）：予算の上限が足かせとな

り、「すべての人」に寄り添う選書の仕事には、限界が

ありますよね。

ラ：そうだな。将来の利用者にも寄り添う選書・・・と

いうのが理想だけど、予算に限りがあるのではな。

三：となると私の「すべての資料」に利用者を繋ぐと

いう観点から「今、目の前に居る利用者が手に取る図

書を選書しよう!」の主張の方に軍配が上がりますよね。

ラ：そうだ。これも目論見通り。

第五法則くん（以下「五」）：ですが成長し続ける図書

館という私の主張からは、結構悲しいです。

ラ：うむ。だが残念ながらこの予算はとてもシビアな

のだ。図書館運営のあらゆる面に影響がある。この第

二軍団くんは今回も別の軍団と連合して攻めてくるぞ。

三：次に第三軍団「資料管理の工夫」くんが攻めてき

ました。

第四法則くん（以下「四」）：第三法則の兄貴との言い

合いを見事に丸く収めちまった。てーした野郎だ、あ

っぱれだぜ!

ラ：そうだったな。作家さんの権利にも関わるこのデ

リケートな問題に対して、見事な解決案だ。

三：多くの人が読みたがるベストセラーの貸出期間を

人気のある間は、一夜貸しのような短期間にすること。

そのようにすれば、多くの希望者に早く順番が回ると

いう和解案には、本当に脱帽でした!

ラ：具体的に有効な解決法を提示されて君らも納得で

あったろう。

〇第四の刺客「図書館の組織化」軍団

ラ：では今回も続きをやって行こう。最初は第四軍団

「図書館の組織化」くんだ。第四軍団くんの攻撃には、

第二軍団「図書館の予算」くんも加勢して大攻勢をか

けてきているぞ。

第四軍：全法則に向けて「重複本の無駄砲」を発射し

ちゃいますっ!

第二軍：引き続きわが軍団は各法則をびっちり包囲し

て兵糧攻めを続行、予算をさらにカットしてしまえ!!

一：うわわわわ・・・・。利用される本をたくさん選書

したいけど、一層予算制限の包囲網が厳しくなってき

ているぞ!?

二：利用者さんに寄り添った本を丁寧に選んでいるの

に、なんでこんなに厳しく圧迫されるんだ？？

四：欲しそうな本をできるだけ多く並べておきゃー、

利用者さんもぱっと見つけて、さーーっと借りれるだ

ろ!?こんなに包囲が厳しくて絞られちまえば、鼻血も

出ねーよ。おうおう、師匠!こんな扱いはひどいったら

ありゃしねーぜ。なんとか包囲を緩めるように、こい

選書の法則：
Ｓ.Ｒ.ランガナタンからの187のメッセージ (30）

吉植 庄栄

３０．五つの法則の内戦・中（承前）

『図書館選書論第2版』の内容を、ランガナタンがよく使

った架空の対談方式で紹介している。今回も前回から続

く法則達の内輪もめについて。五つの法則の主張のそれ

ぞれが他の法則の主張とぶつかり、それの解決法を考え

るところが見どころ！

【登場人物】

〇ランガナタン：図書館界のビッグスター、S.R.ランガ

ナタン(1892-1972)先生。内輪もめの仲裁役を担当中。

〇第一法則くん～第五法則くん：ランガナタンの著作

『図書館学の五法則』に出てくる各法則。全員集合して、

各々の主張の妥協点の検証中！ 

〇第二・第四・第五軍団：ランガナタン先生が紛争解決

のために呼び寄せた刺客たち。各法則の争いに介入し

て、和解を目指します！
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仙台市図書館資料取扱要項 別表

ラ：各館の役割が明確に示されているな。これで複数

の図書館が同じ本をそれぞれ重複して選書せず、予算

の節約が実現できている。

五：第四軍団くんとは仲良くやれそうです。図書館の

数が成長していけばいくほど、図書館間協力のネット

ワークも成長していかねばなりません。そして大きな

目で見ると、とても巨大な１つの図書館に見なせます!

二：でも、具体的にはどんなネットワークを構築する

んだい？

五：つまり利用者さんが欲しい本は、所蔵している図

書館から最寄りの図書館に配送して貸してもらうよう

にするんです。

三：そのためには、広域で資料を探せてオーダーでき

る蔵書検索システムと物流配送の仕組みとが大事です

よね。

四：えー!?でも頼んだら瞬間で本がやってくるってえ

寸法ぢゃねーんだよな!?なんだか待っているうちに、

こちとら腐っちまうや。時間の節約にならねーっての!

第四軍：あなたっ!私言いましたよねっ!?これは、予

算が無い中の次善策なんですよ!一体何を聴いていたん

ですかねっ!?

四：（声、甲高いな、ちきしょうめ。）うーーん、まあ

仕方ねーか。なんかせちがれーな。

ラ：第四法則くんの主張はもっともだ。しかし、１つ

１つの図書館が単館ですべての利用者さんの求める本

を選書するのは、一番は予算の面で現実的では無いの

だよ。分かってくれ。

四：あい（小声）。

二：ところで先生、協力レベルにはどのような段階が

ありますか？

ラ：よくぞ聞いてくれた。まずは地域だな。ある市区

町村内や、近隣の自治体の図書館も含めて中央館が仕

切って協力ネットワークを構築する。次に都道府県レ

ベルだな。都道府県立図書館が音頭を取って、その都

つらへ言ってやってくれねーすか!?

ラ：いや、ダメだ。むしろ攻勢を強めてくれ。大体、

法則たちの言い分をすべて叶えると、お金がいくらあ

っても足りない。そのためやはり工夫が必要であるし、

各法則くん達も少し言い分を押さえねばならないのだ。

第四軍：はいっ!では和解案を提示してもよろしいでし

ょうかねっ？

ラ：うむ。よろしく頼む。

第四軍：はーい、皆さんっ!私から「図書館の組織化」

という和解案を提示しちゃいますっ!!それぞれの図書

館が単独で運営するのをもう止めましょうっ!いや、止

めるんですっ!?

三：うーん、絶叫系の裏声がなんか印象に残りますね。

四：なんか癖強な野郎だなぁ。

五：その案というのはもしかして!?数ある図書館が協

力して運営し資料を共同運用するということですか!?

第四軍：はいっ!その通りなんですっ!市区町村や都道

府県といった単位で、資料の共同収集をしましょうっ!

いやっ!するんですっ!

五：おおぉ!それは私の言い分でもあります!!各図書

館が同じ本を選ぶのではなく、分担してそれぞれ別分

野を収集するのですよ。

第四軍：おっ!?あなたっ、いいですねっ!?重複本は無

駄なんで、やめるんですっ!以下は仙台市の事例です!

仙台市図書館資料取扱要領

第四軍：これを見ると、（１）に仙台市民図書館が中央

館の役割、（２）に中規模館、そして（３）に小さな図

書館の役割について分担収集のイメージが描かれてい

るのですっ!

四：うまく役割分担をすみわけやがって、なかなか絶

妙なもんだ。

第四軍：これだけぢゃありませんっ!更に細かい別表と

いうのもありますっ!
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道府県下の各図書館のネットワークを取りまとめる。

一：ネットワークを支える効率的なシステムの導

入が重要ですよね。

ラ：うむ、そうだな。一件ごといちいち電話やFAX、

メールでやり取りしているようだと時間がかかり、

それこそ第四法則くんを再度怒らせてしまう。

五：先生、そして全国、はたまた海外の図書館と

もネットワークを接続していきましょうよ!

ラ：その通りだ!全国で繋がれば、さらにレアな

資料も入手が可能になる。そして海外と繋がれば、

より入手困難な資料を利用者さんは読むことがで

きる。

五：筆者さんも、もう絶版のランガナタン先生の

著作で、日本国内に所蔵していない本を、北米か

ら貸してもらったことがあったそうですよ。

ラ：まさにそのようなケースだ。大学図書館は全

国的な協力が非常に進んでいるのみならず、海外

とのやり取りも充実しているのが特徴だ。研究を

進める上で、非常に有難いインフラであるよな。

四：とはいえ、なんか釈然としねーぜ。短気なお

いらは、とにかく待つのが大きれーなんで。

ラ：まあそんな第四法則くんのために、今後の展

望を述べておくと、前の回でも紹介した電子資料

が、今後さらに望まれるな。それも単館ごとでは

なく、広域での提供だ。何回も紹介するが日本の

長野県みたいに。

五：今の日本の電子書籍は、長野県を除いて単館

でのちまちました提供ばかりで、この図書館協力

の観点からは全く不十分です。

二：それに、導入している自治体としてない自治

体の格差があります。また導入している自治体で

も読める件数が大きく違うので、これも大きな格

差ですよね。私の長年の敵で、もう息の根を止め

ていると思っていた「選ばれた少数にその人の本

を」くんという奴がいるのですが、こいつが最近

勢いを取り戻しつつあって、憂慮しています。

ラ：そうだな。自治体が提供する充実した電子資

料のコレクションの恩恵を享受できる人々は幸せ

だ。だが、受けられない自治体の住民は大きな格

差を受けていると言えよう。これについては、引

き続き改善を訴えて行きたいな。

〇第五の刺客「社会的価値」軍団

一：ともかく予算由来の攻撃はまだ続き、全然決着

がつかなくて厳しいね。

三：本当に。しかしそれだけ根本的な問題と言えそ

うです。頭が痛い。

ラ：うむ。そうだ、大体の図書館は予算が不足してい

るので、緊縮財政を実施せねばならない。そこでだ。

第五の刺客である「社会的価値」軍団を投入しよう。

おーい、第五軍団くん、進撃を開始してくれたまえ!!

第五軍：よし!許可が下りたので、全軍進撃!「図

書館って社会に役立つんですか？砲」を準備して、

敵軍を包囲!!

三：おおぉっと!今度は我々の社会的な意義を問う

てきていますっ!

二：そもそも、我々の社会的意義ってなんなのでし

ょうか？？？

ラ：そこに立ち返るのは選書にとっても大いに意義

がある。さて、引き続き予算由来の第二軍団くんも

連合して包囲網を狭めてきている。さて、皆の者、

どうすべきかの？

一：今度は私と第五軍団くんとが仲良くできそうで

すね!?

二：出た!?なんという理想主義者!

ラ：ほら、また喧嘩をするな。予算の縛りがきつい

場合、全ての資料を選書できる訳ではないことは、

もう皆の者もよく分かったろう？

二：はい、でもそうなると何を根拠に選ぶ本を絞っ

て行くのでしょうか？

第五軍：そこで我々の攻撃です!「皆さんは何のた

めに存在しているんでしょうか？」砲で更なる大攻

勢だ!

四：わわわわわ・・・またかよー!おれっちは、ともか

く利用者さんを待たせない、余計な労力をかけさせな

いのがモットーだから、ちとこの類の話は苦手だぜ!

一：ここはまさに私の独壇場ですね!図書館は社会

の一部を構成する組織です!そして、その社会を良

くするための一翼を担わねばなりません!

二：分かったけどでは具体的にどんな選書をするの

ですか？

一：やはり反社会的な内容や、偏った考えの資料、低

俗な内容の本や雑誌、これらを排除して、少ない予算
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で可能な限り良質な資料を選びましょう。

ラ：うむ、条件付きでその通りだ。暑い夏の畑を例に

考えよう。限られた水を全部の畑にまくと、薄くしか

まけない。そうすると作物は干上がってしまう。可能

な限り作物が植わっているところに絞って、集中して

水をやらねばならない。そうしないと不作になって飢

え死にしてしまう。

第五軍団：はい、選択と集中です。

一：その作物に当たるのが、良質な資料ですね。

ラ：その通りだ。潤沢に水、つまり予算があれば、満

遍なく選書して第二法則くんの願望も叶えたい。しか

し現実的には優先順位をつけて選択し、そこに集中を

する。その拠り所が図書館の社会的価値なのである。

二：すべての利用者さんに寄り添えないのはとても残

念です。でもさっき先生は「条件付きで・・・」とおっ

しゃっていましたよね？

ラ：そうだな。その説明だが、２つある。１つは他の

メディアで代替できるものは図書館が敢えて背負いこ

まないということだ。

三：それはどんなものですか？

ラ：他のメディアとは、例えばラジオ、テレビ、イン

ターネット等だな。図書館の本質的な役割に、多くの

人々に知識を広めるというものがある。しかし他のメ

ディアが既に担っていることは、任せてしまうのだ。

三：特に図書館でなければ、できないことに特化する

のですね？

ラ：その通りだ。図書館でなければ出会えない情報、

出会えない資料を提供して行くべきなのである。

四：なるほど、合点だぜ。

ラ：そして次に、レベルが低いとみなす資料も、利用

者さんらに多く支持されているものは、積極的に収集

していこう。

一：それはまた何故でしょうか？

ラ：それは、その人気ある資料に惹かれて図書館を来

訪した結果、他の良い資料に触れるきっかけになるか

らじゃよ。

三：なるほどー!先生は、図書館の役割の１つに人々に

本を読むきっかけを提供するというのがあると常にお

っしゃっていますよね。

ラ：そうだ。そのため、緊縮財政下でも図書館に人々

を引き寄せるための選書は完全にやめてはいけない。

一：とても納得しました。私も理想主義ばかりではな

く図書館をトータルで考えるようにします。第二法則

くん、言い争ってごめんな。

二：いいってことですよ。私もほっとしました。ただ

「良い社会」の「良い」が独裁国家等の偏ったものにな

ったり、「良い社会」実現のために選ぶ本が検閲志向に

ならないであって欲しいものです。

ラ：よく言った！さて、今回も紙幅が尽きて来たので

第六の刺客「科学的手法」軍団の攻勢は次回としよう。

一同：はーーーーい!

（よしうえ　しょうえい：東北学院大学文学部）
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